
会 議 記 録 

 

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を

公表します。 

会 議 名  平成２１年度第３回高松市議員報酬，市長および副市長の給料等審議会 

開 催 日 時 平成２２年１月２１日 (木)  午前１０時～午前１０時４０分 

開 催 場 所  市役所 ４階会議室 

議     題  審議（答申文の決定）  

公開・非公開  ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

非公開の理由 － 

出 席 委 員 

６人 

松本修二（会長），本田典孝（職務代理者），石田八千代，前田峻司，中條尚子，    

馬淵キノエ 

傍  聴  者   ３人 

担 当 課 
お よ び 
連 絡 先 

総務課 （℡８３９－２１８１） 

 

答申内容 

  

（１） 議員報酬の額       ：改定を見送るものの，一定期間の減額措置を求める。 

（２） 市長・副市長の給料の額  ：改定を見送るものの，一定期間の減額措置を求める。 

（３） 議会における政務調査費の額：据置きとすることが適当である。 

 

 

【経過および結果】 

  答申案を審議した結果，全会一致で原案どおり決定した。 

【各委員の主な質疑応答】 

馬淵委員）政務調査費については，「同調査費の使用状況」の後に「調査の成果」を加え，積極的に市

民に情報提供する旨を，答申に盛り込んではどうか。 

本田委員）調査の成果は議員活動に現われてくるものである。より意識を高めてもらう趣旨で盛り込む

ことは可能と考えるが，成果まで盛り込むと調査研究活動のプロセスまで管理することとなり，それ

を本審議会で行うことは困難である。 

松本会長）調査の成果の具体的内容として，どのようなものを想定しているのか。 

馬淵委員）調査研究活動の目標を定め計画を立てて執行し，その結果を報告することを想定している。 

石田委員）馬淵委員の意見に賛成である。 

前田委員）成果の公表は重要であるが，既にホームページ等で成果を公表している議員もいることを考

慮すれば，少し踏み込みすぎる感があり，答申案どおりで良いと考える。 

中條委員）議員にとって調査の成果を市民に情報提供するのは難しいと思う。 



本田委員）馬淵委員の趣旨を盛り込むのであれば，「有効かつ適正に執行されるとともに」の前に「効

率的な議員活動を目指し」という文言を盛り込む方法も考えられる。 

馬淵委員）本田委員の表現は理解できるが，「調査の成果」に代えて「調査内容」という表現としても

いいのではないか。 

松本会長）「調査内容」という文言を盛り込む場合にも，具体的にどういうことを想定した文言なのか

を認識しておく必要がある。 

馬淵委員）私の発言は，「調査内容」も積極的に市民に情報提供してもらいたいという趣旨からであり，

問題提起という面もあるので，これまでの各委員の発言から，今回の答申は原案どおりとし，調査内

容については今後の検討課題としていただいても構わない。 

松本会長）答申案のとおり決定する。なお，調査内容については今後の本審議会での検討課題とする。 

 


